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(54)【発明の名称】 有機エレクトロルミネッセンス表示装置

(57)【要約】
【課題】走査電極ドライバと走査電極との間の配線にお
ける電気抵抗を低減可能な有機エレクトロルミネッセン
ス表示装置を提供すること。
【解決手段】有機エレクトロルミネッセンス表示装置１
１は、表示部１３がデータ電極１６の延在方向に２分割
された２分割走査タイプである。走査電極ドライバ１
９，２０は、各分割表示部１３Ａ，１３Ｂ毎に備えられ
ており、それぞれ対応する分割表示部１３Ａ，１３Ｂの
走査電極１８を駆動する。各走査電極ドライバ１９，２
０と走査電極１８とは、走査電極１８側の第１配線３１
及び走査電極ドライバ１９，２０側の第２配線３２を介
して接続されている。第１配線３１はＩＴＯよりなり、
ガラス基板１２上において走査電極１８の延在方向に沿
って設けられている。第２配線３２は銅系の金属材料よ
りなり、走査電極１８と走査電極ドライバＩＣ２４の端
子２４ａとのデータ電極延在方向への位置ずれを吸収す
るようにして設けられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  走査電極とこの走査電極に交差するデー
タ電極との交点に設けられた有機エレクトロルミネッセ
ンス素子が、基板上においてマトリックス状に配置され
てなる表示部を有するとともに、この表示部がデータ電
極の延在方向に多分割された表示パネルと、各分割表示
部毎に備えられて、対応する分割表示部の走査電極を駆
動するための複数の走査電極ドライバと、データ電極を
駆動するためのデータ電極ドライバとからなり、各分割
表示部の走査電極とそれに対応する走査電極ドライバの
端子とがデータ電極の延在方向に位置ずれされた有機エ
レクトロルミネッセンス表示装置において、
前記走査電極と走査電極ドライバの端子とは、走査電極
側の第１配線及び走査電極ドライバ側の第２配線を介し
て接続されており、第１配線は基板上において走査電極
の延在方向に沿って設けられているとともに、第２配線
は走査電極と走査電極ドライバの端子との位置ずれを吸
収するようにして設けられており、第２配線は第１配線
よりも抵抗率の低い材料からなることを特徴とする有機
エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項２】  前記表示部は、データ電極の延在方向に
２分割されている請求項１に記載の有機エレクトロルミ
ネッセンス表示装置。
【請求項３】  前記基板には、表示部を覆うカバーが、
第１配線に交差するラインを接着ラインとして光硬化性
の接着剤により接着固定されており、前記第１配線は透
明材料よりなっている請求項１又は２に記載の有機エレ
クトロルミネッセンス表示装置。
【請求項４】  前記複数の走査電極ドライバは１チップ
化されている請求項１～３のいずれかに記載の有機エレ
クトロルミネッセンス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機エレクトロル
ミネッセンス（以下、単に有機ＥＬという）素子を用い
た有機ＥＬ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示装置としては、例えば、図
３（ａ）及び図３（ｂ）に示すような２分割走査タイプ
のものが存在する。すなわち、表示パネル８１は、ガラ
ス基板８２の上に表示部８３を有している。表示部８３
は、走査電極８４とデータ電極８５との交点に設けられ
た有機ＥＬ素子８６がマトリックス状に配置されてな
る。表示部８３は、上方側の第１分割表示部８３Ａと下
方側の第２分割表示部８３Ｂとに２分割されている。
【０００３】走査電極ドライバ８７は、各分割表示部８
３Ａ，８３Ｂ毎に備えられており、対応する分割表示部
８３Ａ，８３Ｂの走査電極８４を駆動する。データ電極
ドライバ８９は、各分割表示部８３Ａ，８３Ｂ毎に備え
られており、対応する分割表示部８３Ａ，８３Ｂのデー
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タ電極８５を駆動する。走査電極ドライバ８７の各ＩＣ
は、それぞれＣＯＦ（Chip On Film）８８としてガラス
基板８２に実装されている。そして、各分割表示部８３
Ａ，８３Ｂの走査電極８４とそれに対応する走査電極ド
ライバ８７とは、ガラス基板８２からＣＯＦ８８にかけ
て設けられた配線９０を介して接続されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところが、図３（ｂ）
に示すように、前記有機ＥＬ表示装置においては、各分
割表示部８３Ａ，８３Ｂの走査電極８４のピッチが、そ
れに対応する走査電極ドライバ８７の端子８７ａのピッ
チよりも大きくなっている。従って、走査電極８４とそ
れに接続されるべき走査電極ドライバ８７の端子８７ａ
とは、殆どの組においてデータ電極８５の延在方向（図
３（ｂ）の上下方向）に位置ずれされている。このた
め、走査電極８４と走査電極ドライバ８７の端子８７ａ
との位置ずれを吸収すべく、配線９０の殆どのライン９
０ａが、走査電極８４の延在方向に対して傾斜した状態
で設けられている。
【０００５】よって、例えば、走査電極８４と走査電極
ドライバ８７の端子８７ａとが上下方向に位置ずれして
いない構成、つまり配線９０のライン９０ａ全てが走査
電極８４の延在方向に沿って設けられた構成と比較し
て、各ライン９０ａの幅を狭く設定せざるを得なかっ
た。その結果、各ライン９０ａの横断面積が狭くなり、
電気抵抗が大きくなって、有機ＥＬ表示装置の消費電力
が増大する問題を生じていた。
【０００６】特に、ガラス基板８２上において配線９０
は、例えば、ＩＴＯ（インジウム錫酸化物）をスパッタ
リングやイオンプレーティング等の手法によって成膜さ
せることで形成されている。ＩＴＯは抵抗率が高く、し
かもスパッタリングやイオンプレーティングによる形成
では厚膜化は難しい。従って、ガラス基板８２上におい
て、ライン９０ａを走査電極８４の延在方向に対して傾
斜させることは、配線９０の電気抵抗の増大に直結する
こととなっていた。
【０００７】なお、図３（ｂ）においては理解を容易と
するため、走査電極８４、データ電極８５及び配線９０
のライン９０ａを実際の数よりも大幅に少なく描いてあ
るとともに、ライン９０ａの全部を傾斜した状態で示し
てある。
【０００８】本発明の目的は、走査電極ドライバと走査
電極との間の配線における電気抵抗を低減可能な有機Ｅ
Ｌ表示装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に請求項１の発明では、各分割表示部の走査電極とそれ
に対応する走査電極ドライバの端子とは、走査電極側の
第１配線及び走査電極ドライバ側の第２配線を介して接
続されている。第１配線は、基板上において走査電極の
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延在方向に沿って設けられている。第２配線は、走査電
極と走査電極ドライバの端子とのデータ電極の延在方向
への位置ずれを吸収するようにして設けられている。そ
して、第２配線は、第１配線よりも抵抗率の低い材料か
らなっている。
【００１０】つまり、本発明においては、抵抗率の高い
材料よりなる第１配線には、その細幅化の要因となる、
走査電極と走査電極ドライバの端子との位置ずれの吸収
の役目を担わせない構成とした。従って、例えば、走査
電極と走査電極ドライバの端子との位置ずれを配線全体
で吸収するようにした従来技術（図３（ｂ）参照）と比
較して、走査電極ドライバと走査電極との間の配線抵抗
を低くすることができる。その結果、有機ＥＬ表示装置
の消費電力を低減することが可能となる。
【００１１】請求項２の発明は請求項１において、表示
部の分割の一態様を限定するものである。すなわち、前
記表示部は、データ電極の延在方向に２分割されてい
る。請求項３の発明は請求項１又は２において、前記基
板には、表示部を覆うカバーが装着されている。従っ
て、特に有機ＥＬ素子が外気から遮断され、外気の水分
や酸素による有機ＥＬ素子の劣化が防止される。このカ
バーは、第１配線に交差するラインを接着ラインとして
光硬化性の接着剤により接着固定されている。そして、
第１配線は透明材料よりなっており、この第１配線が基
板へのカバーの固定つまり接着剤への光の到達を妨げる
ことはない。よって、基板に対するカバーの接着固定が
確実となる。また、カバーの材料として不透明な材料を
採用することも容易となる。
【００１２】請求項４の発明は請求項１～３のいずれか
において、前記複数の走査電極ドライバは１チップ化さ
れている。従って、部品点数及び実装工程数を少なくで
き、有機ＥＬ表示装置の製造コストを削減することがで
きる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明を具体化した一実施
形態について詳述する。図１（ａ）及び図２に示すよう
に、有機ＥＬ表示装置１１は、基板としてのガラス基板
１２の背面１２ａに表示部１３が設けられた表示パネル
１４を有している。表示部１３は有機ＥＬ素子１５を複
数有しており、各有機ＥＬ素子１５は、ガラス基板１２
の背面１２ａ側から順に、データ電極（陽極）１６、有
機ＥＬ層１７、走査電極（陰極）１８が積層されてな
る。データ電極１６は、透明性を有する材料としてのＩ
ＴＯ等からなっている。有機ＥＬ層１７は周知の有機Ｅ
Ｌ材料からなっている。
【００１４】図１（ｂ）及び図２に示すように、前記デ
ータ電極１６は、図１（ｂ）において上下方向に延びる
複数の平行なストライプ状に形成されている。走査電極
１８は、左右方向に延びる複数の平行なストライプ状に
形成されている。有機ＥＬ層１７は、図示しない絶縁性
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の隔壁により隔てられた状態で、データ電極１６と直交
する方向に延びる複数の平行なストライプ状に形成され
ている。データ電極１６及び走査電極１８は互いに交差
する状態に配設されており、複数の有機ＥＬ素子１５
は、両電極１６，１８の交差部分においてガラス基板１
２の背面１２ａの上にマトリックス状に配置されてい
る。つまり、有機ＥＬ表示装置１１はパッシブ・マトリ
ックス型である。
【００１５】なお、図１（ｂ）においては、理解を容易
とするため、データ電極１６及び走査電極１８の数は実
際よりも大幅に少なく描かれている。前記表示部１３
は、上方側の第１分割表示部１３Ａと下方側の第２分割
表示部１３Ｂとに２分割されている。従って、走査電極
１８は、第１分割表示部１３Ａに対応する上方側の群と
第２分割表示部１３Ｂに対応する下方側の群とに分けら
れている。また、表示部１３の１つのデータラインを構
成するデータ電極１６は、各分割表示部１３Ａ，１３Ｂ
に対応して、表示部１３の上下にそれぞれ独立して配置
されている。
【００１６】前記第１分割表示部１３Ａの走査電極１８
を駆動する第１走査電極ドライバ１９と、第２分割表示
部１３Ｂの走査電極１８を駆動する第２走査電極ドライ
バ２０は、走査電極ドライバＩＣ２４として１チップ化
されている。走査電極ドライバＩＣ２４は、ＣＯＦ３０
としてガラス基板１２の背面１２ａに実装されている。
そして、各走査電極ドライバ１９，２０が表示コントロ
ーラ２１からの指令に基づいて動作されることで、第１
分割表示部１３Ａの走査電極１８群と、第２分割表示部
１３Ｂの走査電極１８群とが、例えば１走査電極１８ず
つ同時かつ順次に選択され駆動される。
【００１７】図１（ａ）に示すように、前記第１分割表
示部１３Ａのデータ電極１６を駆動する第１データ電極
ドライバ２２のＩＣは、表示部１３の上辺側において、
ＣＯＧ（Chip On Grass）としてガラス基板１２の背面
１２ａに実装されている。第２分割表示部１３Ｂのデー
タ電極１６を駆動する第２データ電極ドライバ２３のＩ
Ｃは、表示部１３の下辺側において、ＣＯＧとしてガラ
ス基板１２の背面１２ａに実装されている。
【００１８】前記各データ電極ドライバ２２，２３が表
示コントローラ２１からの指令に基づいて動作されるこ
とで、第１及び／又は第２分割表示部１３Ａ，１３Ｂの
データ電極１６が駆動される。従って、各走査電極ドラ
イバ１９，２０によって駆動される走査電極１８と、各
データ電極ドライバ２２，２３によって駆動されるデー
タ電極１６との交差部分に位置する有機ＥＬ素子１５
が、ガラス基板１２側へ発光される。その結果、表示コ
ントローラ２１が指令する画面表示データに応じた画素
の表示が、各分割表示部１３Ａ，１３Ｂにおいてなされ
る。
【００１９】さて、図１（ｂ）及び図２に示すように、
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前記各分割表示部１３Ａ，１３Ｂの走査電極１８のピッ
チは、それに対応する走査電極ドライバＩＣ２４の端子
２４ａのピッチよりも大きくなっている。従って、走査
電極１８とそれに接続されるべき走査電極ドライバＩＣ
２４の端子２４ａとは、殆どの組でデータ電極１６の延
在方向（図１（ｂ）の上下方向）に位置ずれされてい
る。
【００２０】前記走査電極ドライバＩＣ２４の端子２４
ａと分割表示部１３Ａ，１３Ｂの走査電極１８とは、第
１及び第２配線３１，３２を介して接続されている。第
１配線３１はガラス基板１２の背面１２ａ上に設けられ
ており、この第１配線３１の各ライン３１ａは、走査電
極１８の延在方向に沿って図１（ｂ）の左右方向に延在
されている。第１配線３１の各ライン３１ａはＩＴＯか
らなり、例えばスパッタリングやイオンプレーティング
等の手法によってガラス基板１２に形成されている。第
２配線３２はＣＯＦ３０に設けられており、第１配線３
１と走査電極ドライバＩＣ２４の端子２４ａとを接続す
る。第２配線３２の各ライン３２ａは、ＩＴＯよりも抵
抗率（詳しくは体積抵抗率）の低い、例えば銅系の金属
材料よりなっている。
【００２１】前記第２配線３２は、その殆どのライン３
２ａが、走査電極１８の延在方向に対して図１（ｂ）の
上下方向へ傾斜した状態で設けられている。つまり、第
２配線３２は、第１配線３１のライン３１ａと走査電極
ドライバＩＣ２４の端子２４ａとの上下方向への位置ず
れを吸収するようにして設けられている。
【００２２】前記ガラス基板１２の背面１２ａには、表
示部１３を覆う金属製のカバー３５が装着されている。
従って、特に有機ＥＬ素子１５が外気から遮断され、外
気の水分や酸素による有機ＥＬ層１７の劣化が防止され
る。このカバー３５は、ガラス基板１２の背面１２ａ上
において第１配線３１に交差する四角枠状のラインを接
着ラインＬとして、光硬化性としての紫外線硬化性の接
着剤により接着固定されている。この紫外線の照射は、
ガラス基板１２の前面１２ｂ側からなされる。
【００２３】上記構成の本実施形態においては次のよう
な効果を奏する。
（１）抵抗率の高い材料よりなる第１配線３１には、細
幅化の要因となる走査電極１８と走査電極ドライバＩＣ
２４の端子２４ａとの位置ずれの吸収の役目を担わせな
い構成とした。従って、例えば、走査電極８４と走査電
極ドライバ８７の端子８７ａとの位置ずれを配線９０全
体で吸収するようにした従来技術（図３（ｂ）参照）と
比較して、走査電極ドライバＩＣ２４と走査電極１８と
の間の配線抵抗を低くすることができる。よって、有機
ＥＬ表示装置１１の消費電力を低減することが可能とな
る。
【００２４】（２）ガラス基板１２の背面１２ａにおけ
るカバー３５の接着ラインＬは、第１配線３１に対して
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交差されている。しかし、第１配線３１は透明性を有す
るＩＴＯよりなっており、この第１配線３１がカバー３
５のガラス基板１２への固定つまり接着剤への紫外線の
到達を妨げることはない。よって、ガラス基板１２に対
するカバー３５の接着固定が確実となる。また、カバー
３５を、水分や酸素の遮断性に優れる金属材料（不透明
材料）により構成する態様も容易に実現可能となる。
【００２５】つまり、ガラス基板１２にカバー３５を装
着する都合上、第１配線３１は抵抗率の高いＩＴＯで構
成せざるを得ない。また、第１配線３１の形成にはスパ
ッタリングやイオンプレーティング等の手法が用いられ
ており、その厚膜化は難しい。従って、このような態様
において、第１配線３１を走査電極１８の延在方向に沿
って設けてその細幅化を防止できることは、走査電極ド
ライバ１９，２０と走査電極１８との間の配線抵抗を低
くする上で特に有効となる。
【００２６】（３）複数の走査電極ドライバ１９，２０
は、１つの走査電極ドライバＩＣ２４として１チップ化
されている。従って、部品点数及び実装工程数を少なく
でき、有機ＥＬ表示装置１１の製造コストを削減するこ
とができる。
【００２７】（４）複数の走査電極ドライバ１９，２０
は、一つのＣＯＦ３０としてガラス基板１２に実装され
ている。従って、例えば、各走査電極ドライバ１９，２
０をそれぞれ個別にチップ化するとともに、それぞれ独
立したＣＯＦとしてガラス基板１２に実装する場合（図
３（ａ）と同様）と比較して、第１配線３１を走査電極
１８の延在方向に沿って設け易くなる。
【００２８】つまり、ＣＯＦを複数とした場合、各ＣＯ
Ｆは互いのガラス基板１２への実装作業を容易とするた
めに、そのガラス基板１２に対する接続部分の幅を分割
表示部１３Ａ，１３Ｂよりも狭く設定して、互いに干渉
しないようにする必要がある。従って、第１配線３１の
殆どのライン３１ａを、走査電極１８の延在方向に対し
て傾斜させざるを得ないのである。
【００２９】本発明の趣旨から逸脱しない範囲で、例え
ば以下の態様でも実施可能である。・上記実施形態を変
更し、各走査電極ドライバ１９，２０毎にチップ化する
こと（図３（ａ）と同様）。この場合、走査電極ドライ
バ１９，２０の各ＩＣは、それぞれ独立したＣＯＦとし
てガラス基板１２に実装してもよいし、一つのＣＯＦに
まとめて実装してもよい。
【００３０】・第１配線３１（ＩＴＯ）よりも抵抗率の
低い材料としては、金或いは銀系の金属材料が挙げられ
る。つまり、第２配線３２として金或いは銀系の金属材
料を用いること。
【００３１】・本発明は、表示部１３が、データ電極１
６の延在方向に２分割された有機ＥＬ表示装置１１にお
いて具体化することに限定されるものではなく、例え
ば、表示部１３が、データ電極１６の延在方向に３、
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４、５或いは６分割された表示装置において具体化して
もよい。
【００３２】上記実施形態から把握できる技術的思想に
ついて記載する。
（イ）前記複数の走査電極ドライバは一つのＣＯＦにま
とめられて基板に実装されており、前記第２配線はＣＯ
Ｆに設けられている請求項１～４のいずれかに記載の有
機ＥＬ表示装置。
【００３３】（ロ）前記第１配線はＩＴＯよりなってい
る請求項１～４のいずれか又は前記（イ）に記載の有機
ＥＬ表示装置。
（ハ）前記第２配線は銅系の金属材料よりなっている請
求項１～４のいずれか又は前記（イ）或いは（ロ）に記
載の有機ＥＬ表示装置。
【００３４】（ニ）前記データ電極ドライバは、各分割
表示部毎に備えられて対応する分割表示部のデータ電極
を駆動する請求項１～４のいずれか又は前記（イ）～
（ハ）のいずれかに記載の有機ＥＬ表示装置。
【００３５】
【発明の効果】上記構成の本発明によれば、走査電極ド*
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*ライバと走査電極との間の配線抵抗を低くすることがで
き、有機ＥＬ表示装置の消費電力を低減することが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  （ａ）は有機ＥＬ表示装置の背面図、（ｂ）
は有機ＥＬ表示装置の配線図。
【図２】  図１（ａ）の１－１線断面図。
【図３】  （ａ）は従来の有機ＥＬ表示装置の背面図、
（ｂ）は有機ＥＬ表示装置の配線図。
【符号の説明】
１１…有機ＥＬ表示装置、１２…基板としてのガラス基
板、１３…表示部、１３Ａ，Ｂ…分割表示部、１４…表
示パネル、１５…有機ＥＬ素子、１６…データ電極、１
８…走査電極、１９…第１走査電極ドライバ、２０…第
２走査電極ドライバ、２２…第１データ電極ドライバ、
２３…第２データ電極ドライバ、２４…走査電極ドライ
バＩＣ、２４ａ…走査電極ドライバＩＣの端子、３１…
第１配線、３２…第２配線、３５…カバー、Ｌ…接着ラ
イン。

【図１】 【図２】

【図３】
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